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関東予選、高校総体予選で優勝 し、

高校総体で 3回戦まで進出したサッ

カー部。ここまでサッカー部を育て

てきた、瀬戸先生に取材 してみた。

****

昭和 44年、サッカー部の顧間に

なつた。この年は、部員は多かつた

のであるが、実力がなく、実力をつ

けるために、練習を厳 しくしたそ う

である。その結果、退部する者が目

立ちはじめた。特に 47～ 48年 だそ

うだ。

48年 には 20名 入部 したのである

が、 10名 に減つて しまった。やは

り47～ 48年 が瀬戸先生にとつても

サッカー部にとっても、一番苦 しか

つたそ うである。瀬戸先生はこの時

期には、やめた生徒を再び入部させ

るようにしたのである。
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小田高サッカー部は 50年 の歴史

を持つているが、48年には部員不

足のため体部になりそ うになったの

である。 この時先生は、「サ ッカー

部の歴史の中で 1年でも休部するこ

とは、許 されないJ と思い、やっと

の思いで、部員を集め 12名 で試合

に向かったそ うである。

やめていく部員について、ほとん

どは、成績 との関係が原因で、夏体

み前にやめていくそ うである。小田

高は進学校だけに、部活と勉強との

両立が問題になっている。

サッカー部では、普通、練習時間

は 2時間と決まつている。これは、

先生が部活と勉強の両立をさせよう

としている考慮であるとともに、部

員を引きとめておく対策であるそ う

だ。

50年には新入部員がたくさん入

り、県でベス ト4ま で進出した。 こ

の年からだんだん強くなり、 3年に

1度 くらいの割合で県でベス ト4入

りできるようになったそ うであるc
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そ して今年がちょうどその周期に

あたったのである。関東予選、高校

総体予選に優勝 し、高校総体に出場

したのである。これは瀬戸先生がサ

ッカー部の顧間になって 11年 目の

快挙であった。

高校総体の前、先生は、 2つの大

きな大会に優勝 して、甘えがでるの

ではないかと心配 した。少 しその傾

向があったが選手たちは、自分たち

の力を理解 し、よく戦つたと言われ

た。

11月 3日 の相工大附高 との試合

について、高校総体で 3回戦までい

き、少 し気のゆるみがで、相手のね

ばりに小日高のねぱりが勝てなかっ

たと言われた。

今年の 2年生については、個々の

実力はあるが、先輩が好成績を残 し

たので、甘さがあり、厳 しさに欠け

ていると言われた。これからの脱出

が課題であるそ うだ。

テーム7-夕と気カ
サッカーについて、先生は、県で

ベス ト4に入れなければ優勝はでき

ないと言われた。ベス ト4に入れば

あとは運 とやる気だそ うだ。

また、 うまいから勝利 ということ

はなく、チームワークと、気力が勝

利に結びつくと言われた。

取材に応 じてくれながらも、部員

たちを見つめる視線は鋭いものがあ

つた。


